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■主な記事■主な記事
● 町議会議員選挙の結果と新議員の紹介…２‐５㌻● 町議会議員選挙の結果と新議員の紹介…２‐５㌻
● 叙勲受章者・各種表彰受賞者の紹介…６㌻● 叙勲受章者・各種表彰受賞者の紹介…６㌻
● 道の駅「石神の丘」感謝祭など…７㌻● 道の駅「石神の丘」感謝祭など…７㌻
● 農地パトロール・クマの出没注意など…● 農地パトロール・クマの出没注意など…８８‐‐９９㌻㌻

沼宮内保育所の園児たちがブルーベリーの摘み取りを
体験。夏の日差しを浴びて色付き熟した果実を求め、農
園内を元気いっぱいに動き回る園児は太陽の光をいっ
ぱいに浴びながらまぶしい笑顔を見せてくれました。
（７月 13日、ブルーベリー観光農園）…関連記事８㌻
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投
票
区

投票場所
有権者数 投票者数合計 投票率 投

票
率
順男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 御堂集落センター 115 113 228 80 73 153 69.57 64.60 67.11 14

2 水堀いきがい交流センター 309 322 631 236 231 467 76.38 71.74 74.01 4

3 横沢集会所 76 63 139 54 44 98 71.05 69.84 70.50 9

4 豊岡開拓婦人ホーム 30 39 69 23 27 50 76.67 69.23 72.46 7

5 新町城山青年婦人会館 609 651 1,260 408 429 837 67.00 65.90 66.43 17

6 細沢多目的集会施設 68 65 133 44 45 89 64.71 69.23 66.92 15

7 勤労青少年ホーム 691 787 1,478 473 554 1,027 68.45 70.39 69.49 10

8 愛宕下住宅集会所 479 573 1,052 300 371 671 62.63 64.75 63.78 20

9 林業研修センター 532 601 1,133 340 409 749 63.91 68.05 66.11 18

10 横田地区コミュニティ消防センター 253 245 498 180 165 345 71.15 67.35 69.28 11

11 久保公民館 118 127 245 88 93 181 74.58 73.23 73.88 5

12 一方井健康センター 535 560 1,095 398 394 792 74.39 70.36 72.33 8

13 黒石生活改善センター 155 143 298 94 83 177 60.65 58.04 59.40 21

14 黒内多目的集会施設 108 103 211 73 65 138 67.59 63.11 65.40 19

15 信義丘会館 139 159 298 101 102 203 72.66 64.15 68.12 13

16 浮島多目的集会施設 168 167 335 130 124 254 77.38 74.25 75.82 3

17 川口地区社会体育館 813 876 1,689 610 637 1,247 75.03 72.72 73.83 6

18 野原地区コミュニティ消防センター 274 288 562 189 198 387 68.98 68.75 68.86 12

19 南山形高齢者等活性化センター 140 135 275 109 106 215 77.86 78.52 78.18 2

20 北山形公民館 256 248 504 173 162 335 67.58 65.32 66.47 16

21 岩瀬張地区集落センター 55 64 119 44 55 99 80.00 85.94 83.19 1

合          計 5,923 6,329 12,252 4,147 4,367 8,514 70.02 69.00 69.49 ー

■別表２　得票結果（得票順、敬称略）
当落の別 得票数 候補者名 所属など

当選 816.000 武田　茂 無現

当選 806.000 田中　二郎 無現

当選 770.000 朽木　元治郎 無現

当選 671.000 松山　宗治 無現

当選 603.741 佐藤　弘吉 無現

当選 539.000 高橋　幸子 無現

当選 512.000 小島　英亮 無現

当選 499.000 府金　義明 無新

当選 477.000 横沢　稔秋 無現

当選 443.000 滝本　秀雄 無現

当選 436.258 佐藤　竹広 無現

当選 423.000 田村　正 共現

当選 407.000 伊藤　正信 共新

当選 402.000 福士　範美 無新

次点 287.000 千葉　岩男 無現

落選 230.000 浦田　誠子 無新

落選 72.000 松森　一三 無新

■別表３　岩手選挙区の開票結果
得票数 候補者名
328,555 票
（3,115 票）

木戸口　英司（52）
無所属　　　新

252,767 票
（4,318 票）

田中　真一（49）
自　民　　　新

  34,593 票
（　637 票）

石川　幹子（51）
諸　派　　　新

※小数点以下は案分票によるもの
※無は無所属、共は日本共産党、現は現職、新は新人の略

※得票数の（ ）内は岩手町分の得票数

平成28年７月10日執行　岩手町議会議員選挙
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投
票
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７
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日
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午
前
７
時

日
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７
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午
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６
時
ま
で
町
内

か
ら
午
後
６
時
ま
で
町
内
2121
カ
所
カ
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の
投
票
所
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行
わ
れ
、
早
朝
か
ら

の
投
票
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行
わ
れ
、
早
朝
か
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大
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の
有
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票
所
を
訪

大
勢
の
有
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票
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６
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。
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権
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■別表１　選挙結果集計表
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集まった参観人は開票結果を確認

分類された票を確認する立会人

疑問票を確実に判断する審査係

開票結果を待つ報道陣もスタンバイ 多くの参観人が集う開票所の観覧席 迅速に正確に開票・分類する担当者 投票箱を開票場に運び込む管理者ら

期日前投票に訪れて一票を投じる高校生

投票開始前に開場を待つ投票者の皆さん

投票開始と同時に受付に列をなす有権者

一人一人の大切な一票が町政を支えます
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ぶ
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（町議会議員選挙）
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町
議
会
の
新
議
員
を
紹
介
し
ま
す

右
か
ら
左
へ
、得
票
数
の
多
い
順
に
掲
載
（
敬
称
略
）。

顔
写
真
下
の
説
明
は
、
氏
名
（
投
票
日
当
日
の
満
年

齢
）、
行
政
区
、
職
業
、
当
選
回
数
（
○
内
）

　

選
挙
後
、
初
の
議
会
と
な
る
平

成
28
年
第
２
回
町
臨
時
会
は
７
月

21
日
、
町
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
選
挙
で
当
選
し
た
新

議
員
14
人
全
員
が
出
席
し
、
初
め

に
議
長
と
副
議
長
を
決
め
る
選
挙

を
実
施
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
佐

藤
弘
吉
さ
ん
、
副
議
長
に
田
中
二

郎
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。

初
議
会
を
開
催
し

初
議
会
を
開
催
し

議
長
な
ど
を
決
定

議
長
な
ど
を
決
定

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
は
別
表
４

の
と
お
り
決
定
。常
任
委
員
会
は
、

審
議
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
、
議
長
を
除
く
全
議
員
が

い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
、

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
請
願
の
審

査
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
は
、
町
監
査
委
員
の

選
任
や
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

し
、
新
議
員
た
ち
は
町
づ
く
り
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
の
任
期
は
平
成
32

年
７
月
20
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

田
た な か

中　二
じ ろ う

郎（64）
下浮島、農業　⑤

松
まつやま

山　宗
そ う じ

治（54）
上愛宕下、自営業 ②

武
た け だ

田　茂
しげる

（64）
新田、農業　⑤

朽
く ち き

木 元
もとじろう

治郎（66）
犬袋、農業　④

佐
さ と う

藤　弘
ひろきち

吉（72）
水無、農林業　⑪

小
こ じ ま

島　英
えいすけ

亮（70）
上大町、自営業　④

府
ふ が ね

金　義
よしあき

明（60）
尾呂部、商業　①

高
たかはし

橋　幸
さ ち こ

子（63）
新町、会社役員　②

佐
さ と う

藤　竹
たけひろ

広（66）
二ツ森、農業　④

滝
たきもと

本　秀
ひ で お

雄（64）
駅通、商業　⑤

横
よこさわ

沢　稔
としあき

秋（55）
川原木、農業　②

田
た む ら

村　正
ただし

（68）
橋場、政党役員　⑧

伊
い と う

藤　正
まさのぶ

信（60）
城山、政党役員　①

福
ふ く し

士　範
の り み

美（64）
小山沢、会社員　①

選挙後初の議会に臨み、補正予算などを
審議する議員たち（７月21日、町議場）

佐々木 由和（65）

■別表３　常任委員会などの構成（敬称略） 任期：平成30年７月20日まで

委員会名 委員長名 副委員長名 委員名
総務教育常任委員会 松山 宗治 朽木 元治郎 府金 義明、福士 範美、小島 英亮、田村 正、田中 二郎
産業民生常任委員会 武田　茂 滝本 秀雄 伊藤 正信、横沢 稔秋、高橋 幸子、佐藤 竹広
議会広報委員会 横沢 稔秋 高橋 幸子 府金 義明、伊藤 正信、福士 範美、松山 宗治、田中 二郎
議会運営委員会 武田　茂 松山 宗治 朽木 元治郎、佐藤 竹広、滝本 秀雄、田村 正

町
監
査
委
員
に

佐
々
木
氏
と
小
島
氏
を
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
監
査
委

員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
佐
々
木

由
和
さ
ん
（
65
）
＝
落
合
＝
と

議
会
推
薦
で
小
島
英
亮
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
監
査
委
員
は
町
の
予
算
の

執
行
や
財
産
の
管
理
、
公
営
企

業
の
経
営
の
ほ
か
、
一
般
行
政

事
務
に
つ
い
て
、
公
正
で
効
率

的
な
運
営
が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
点
検
す
る
委
員

で
、
識
見
を
有
す
る
人
と
町
議

会
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
任
期
は
佐
々
木

さ
ん
が
平
成
32
年
７
月
22
日
ま

で
、
小
島
さ
ん
が
同
年
７
月
20

日
ま
で
で
す
。
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14 周年 地
方
自
治
の
伸
展
に
尽
力

県消防協会岩手地区支部県消防協会岩手地区支部
消防操法競技会準優勝消防操法競技会準優勝
第２分団２部３班（苗代沢）第２分団２部３班（苗代沢）

三浦新太郎さんが森喜作賞を受賞
町の乾椎茸も全国品評会で高評価

故 

今
松
利
定
さ
ん
（
87
）
＝
上
浮
島
＝

【
略
歴
】
町
議
会
議
員
（
昭
和
43
年
７
月
〜
平

成
12
年
７
月
）、
農
業
協
同
組
合
理
事
（
昭
和

32
年
５
月
〜
平
成
10
年
４
月
）
な
ど
を
歴
任

正六位
旭日双旭日双光章光章

　

３
月
１
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
町
議
会

議
員
の
今
松
利
定
さ
ん
＝
上
浮
島
＝
に

叙
位
・
叙
勲
が
授
与
さ
れ
、
７
月
４
日

役
場
町
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
今
松
さ
ん
の
長
男
夫
妻

で
あ
る
定
志
さ
ん
と
イ
ネ
子
さ
ん
が
出

席
。
民
部
田
幾
夫
町
長
か
ら
旭
日
双
光

章
の
勲
章
と
勲
記
、
正
六
位
の
位

記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
松
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
７
月

に
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
８

期
32
年
に
わ
た
り
在
職
。
議
会
活

動
を
通
じ
て
強
い
信
念
と
責
任
感

を
も
っ
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
も
農
業
分

野
で
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
町

農
業
委
員
や
一
方
井
土
地
改
良
区

理
事
、
農
業
協
同
組
合
理
事
と
し

て
も
長
き
に
わ
た
り
町
の
農
業
振

興
に
尽
力
。
農
業
経
営
の
近
代
化

と
合
理
化
を
進
め
な
が
ら
農
業
後

継
者
の
確
保
と
育
成
を
図
る
な

ど
、
現
在
、
農
畜
産
物
の
総
合
生

産
地
と
し
て
名
高
い
岩
手
町
の
農

業
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
消
防
操

法
競
技
会
は
７
月
９
日
、
八
幡
平
市
の

松
尾
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岩
手
地
区
の
各
市
町
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
隊
に
よ
る
操
法
競
技
会
が
行

わ
れ
、
町
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
各
２
隊
が
出
場
。
そ

の
う
ち
第
２
分
団
２
部
３
班（
苗
代
沢
）

が
ポ
ン
プ
車
の
部
で
見
事
、
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
日
頃
の
努
力
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
を

胸
に
、
団
員
た
ち
は
納
得
の
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

努力を重ね準優勝に輝いた第２分団２部３班の団員

勲章と勲記の伝達を受け披露する故今松利
定さんの長男夫妻・定志さんとイネ子さん

　

町
椎
茸
生
産
組
合
（
山
中
義ぎ
い
ち一
組
合

長
）
は
７
月
19
日
、
組
合
員
の
各
賞
の

受
賞
を
民
部
田
幾
夫
町
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
日
本
全
国
で
シ
イ
タ

ケ
な
ど
キ
ノ
コ
類
の
調
査
研
究
や
栽
培

に
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体
に
贈
ら
れ

る
「
森
喜
作
賞
」
を
受
賞
し
た
三
浦
新

太
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
国
乾
椎
茸
品

評
会
で
３
等
賞
に
輝
い
た
山
中
組
合
長

の
ほ
か
、
同
４
等
賞
の
苅
宿
誠ま

こ
と人
さ
ん

が
訪
問
。
三
浦
さ
ん
は
「
夢
に
も
思
わ

な
い
よ
う
な
立
派
な
賞
。
家
族
や
仲
間

の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
喜
び

を
表
現
し
ま
し
た
。
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
町
の
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
に

取
り
組
む
同
組
合
は
、
近
年
活
躍
が
目

覚
ま
し
く
、
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
で
は

３
年
連
続
で
入
賞
者
を
輩
出
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

左から町椎茸生産組合の山中義一組合長、民部田幾夫町長、シイタケ栽培者
にとって最高の栄誉である「森喜作賞」を受賞した三浦新太郎さん、全国乾
椎茸品評会で４等賞を獲得した苅宿誠人さん

道の駅道の駅

感謝祭感謝祭

新
発
売
の
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
と
お
買

い
上
げ
第
１
号
の
千
葉
心
乃
華
ち
ゃ
ん

　

オ
ー
プ
ン
か
ら

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
1414
周
年
を
迎
え

周
年
を
迎
え

た
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
は
７
月

た
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
は
７
月

2323
日
と
日
と
2424
日
の
２
日
間
、
開
業
記

日
の
２
日
間
、
開
業
記

念
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

念
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を

日
は
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
べ
く
、
町
産
直
組
合
の
皆

伝
え
る
べ
く
、
町
産
直
組
合
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
イ
ベ
ン

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
野
菜
釣
り
ゲ
ー
ム
」
で
は
、

　
「
野
菜
釣
り
ゲ
ー
ム
」
で
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
採
れ

キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
採
れ

た
て
の
野
菜
を
景
品
に
子
ど
も
た

た
て
の
野
菜
を
景
品
に
子
ど
も
た

ち
が
奮
闘
。
８
個
の
野
菜
を
釣
り

ち
が
奮
闘
。
８
個
の
野
菜
を
釣
り

上
げ
た
岩
崎

上
げ
た
岩
崎
朱朱し

ゅ
か

し
ゅ
か花花
さ
ん
（
沼
宮
内

さ
ん
（
沼
宮
内

小
５
年
）
は
「
新
鮮
な
野
菜
は
重

小
５
年
）
は
「
新
鮮
な
野
菜
は
重

か
っ
た
。
サ
ラ
ダ
や
お
み
そ
汁
に

か
っ
た
。
サ
ラ
ダ
や
お
み
そ
汁
に

し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
」
と
大

し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
」
と
大

満
足
の
表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

満
足
の
表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

町
産
直
組
合
の
菊
池

　

町
産
直
組
合
の
菊
池
暢暢の

ぶ
こ

の
ぶ
こ子子
組
合
組
合

長
は
「
産
直
の
も
の
を
手
に
取

長
は
「
産
直
の
も
の
を
手
に
取

り
、
食
べ
て
生
産
者
を
支
え
て
ほ

り
、
食
べ
て
生
産
者
を
支
え
て
ほ

し
い
。
食
で
つ
な
が
る
揺
る
ぎ
な

し
い
。
食
で
つ
な
が
る
揺
る
ぎ
な

い
関
係
を
今
後
も
築
い
て
い
き
た

い
関
係
を
今
後
も
築
い
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝

野
菜
づ
く
し
の
２
日
間

野
菜
づ
く
し
の
２
日
間

　

感
謝
祭
に
合
わ
せ
、
昨
年
の

　

感
謝
祭
に
合
わ
せ
、
昨
年
の

「
キ
ャ
ベ
ツ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
に
続

「
キ
ャ
ベ
ツ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
に
続

く
新
商
品「
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
」

く
新
商
品「
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
」

の
販
売
を
開
始
。
町
の
特
産
で
あ

の
販
売
を
開
始
。
町
の
特
産
で
あ

る
キ
ャ
ベ
ツ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
新
商
品

る
キ
ャ
ベ
ツ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
新
商
品

は
、
キ
ャ
ベ
ツ
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用

は
、
キ
ャ
ベ
ツ
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用

し
、
食
べ
や
す
い
サ
イ
ダ
ー
味
の

し
、
食
べ
や
す
い
サ
イ
ダ
ー
味
の

キ
ャ
ン
デ
ィ
で
す
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
で
す
。

　

初
め
て
の
お
買
い
上
げ
は
二
戸

　

初
め
て
の
お
買
い
上
げ
は
二
戸

市
の
千
葉

市
の
千
葉
心心こ

の

か

こ

の

か
乃
華
乃
華
ち
ゃ
ん
（
２
）。

ち
ゃ
ん
（
２
）。

家
族
４
人
で
の
行
楽
の
途
中
で
、

家
族
４
人
で
の
行
楽
の
途
中
で
、

休
憩
の
た
め
に
道
の
駅
「
石
神
の

休
憩
の
た
め
に
道
の
駅
「
石
神
の

丘
」
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
心
乃

丘
」
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
心
乃

華
ち
ゃ
ん
は
記
念
す
べ
き
第
１
個

華
ち
ゃ
ん
は
記
念
す
べ
き
第
１
個

目
の
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
を
手
に

目
の
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
を
手
に

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
た
な
商
品
を
販
売
開
始

新
た
な
商
品
を
販
売
開
始

「
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
」

「
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
」

器
用
に
野
菜
を
釣
り
上
げ
運
ぶ
参
加
者

イベントのご案内イベントのご案内

岩手町食育フォーラム 2016

　町夏まつり実行委員会
　　（役場企画商工課内）  62-2111 内線 213

岩手町夏まつり
８月14日㈰
道の駅「石神の丘」

★特設屋台　　　　午前 11時～午後８時 30分
★お祭りコーナー   午前 11時～午後５時
★花火大会　　　　午後７時 30分～午後８時

※各種イベントは変更になる場合があります。
※雨天の場合は、花火大会のみ 15日㈪の同時刻に開催します。
※花火大会の時間帯は、道の駅「石神の丘」の駐車場の混雑が予想
　されます。役場駐車場の他、周辺の駐車場をご利用ください。
※危険防止のため、無人航空機（ドローン）の使用は遠慮ください。

第
22
回

期日：

場所：

内容：

８月21日㈰
プラザあい（１階ホール）

●基調講演　午前 10：00～
　「今、なぜ食育が必要なのか？」
　講 師：シニア野菜ソムリエ　小原 薫 先生
●「かむかむ歯ッピー！レシピコンテスト」表彰式  
●岩手町の “食財” を食す！（無料試食会）
●岩手町の “食財” 販売会
※おことわり
「しょくざい」は通常、“食材”ですが、農畜産物は町の「食の財産」
という思いを込め、あえて “食財” と表現しています。

期日：

場所：

内容：

　町食育推進委員会
　　（役場健康福祉課内）  62-2111 内線 516

午前９時 30分～
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ー
農
地
を
守
り
、
生
か
す
ー

クマの出没が増加
各地で多数目撃、被害の防止を

　

今
年
は
全
国
各
地
で
例
年
以
上

　

今
年
は
全
国
各
地
で
例
年
以
上

に
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
人
身

に
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
人
身

被
害
も
多
発
。
町
で
も
多
数
の
目

被
害
も
多
発
。
町
で
も
多
数
の
目

撃
情
報
や
農
作
物
へ
の
被
害
情
報

撃
情
報
や
農
作
物
へ
の
被
害
情
報

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
農
林
環
境
課
や
岩
手
警
察

　

役
場
農
林
環
境
課
や
岩
手
警
察

署
に
は
例
年
、
農
作
物
被
害
や
痕

署
に
は
例
年
、
農
作
物
被
害
や
痕

跡
（
足
跡
な
ど
）
の
発
見
、
目
撃

跡
（
足
跡
な
ど
）
の
発
見
、
目
撃

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
寄
せ
ら

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
今
年
は
町
内
で
も
ク
マ

れ
ま
す
。
今
年
は
町
内
で
も
ク
マ

に
関
す
る
通
報
が
多
い
傾
向
に
あ

に
関
す
る
通
報
が
多
い
傾
向
に
あ

り
、
過
去
４
年
間
で
比
較
す
る
と

り
、
過
去
４
年
間
で
比
較
す
る
と

最
多
の
ペ
ー
ス
で
、
昨
年
の
２
倍

最
多
の
ペ
ー
ス
で
、
昨
年
の
２
倍

程
度
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
さ
ら

程
度
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
さ
ら

に
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

に
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
す
。 全

国
各
地
で
被
害
が
増
加

全
国
各
地
で
被
害
が
増
加

町
内
で
も
目
撃
情
報
多
数

町
内
で
も
目
撃
情
報
多
数

「７月15日は農地の日」　　農地パトロール出発式

　

町
農
業
委
員
会
（
松
本
良
子
会

　

町
農
業
委
員
会
（
松
本
良
子
会

長
）は
７
月

長
）は
７
月
1515
日
、農
地
パ
ト
ロ
ー

日
、農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
の
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ

ル
の
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
日
は
県
農
業
会
議
と
各
市
町
村

の
日
は
県
農
業
会
議
と
各
市
町
村

農
業
委
員
会
が
設
定
し
た
「
農
地

農
業
委
員
会
が
設
定
し
た
「
農
地

の
日
」。
町
内
全
域
の
農
地
を
見

の
日
」。
町
内
全
域
の
農
地
を
見

回
り
、
農
地
の
荒
廃
を
予
防
す
る

回
り
、
農
地
の
荒
廃
を
予
防
す
る

た
め
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

た
め
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、松
本
会
長
が「
町

　

出
発
式
で
は
、松
本
会
長
が「
町

農
業
委
員
会
は
精
力
的
に
遊
休
農

農
業
委
員
会
は
精
力
的
に
遊
休
農

地
の
解
消
に
向
け
た
見
回
り
や
農

地
の
解
消
に
向
け
た
見
回
り
や
農

地
有
効
利
用
に
向
け
た
指
導
を
し

地
有
効
利
用
に
向
け
た
指
導
を
し

て
い
る
。
各
地
域
の
農
業
委
員
が

て
い
る
。
各
地
域
の
農
業
委
員
が

現
場
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
情

現
場
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
農
地
の
適
正

報
交
換
を
し
な
が
ら
農
地
の
適
正

利
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

利
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
式
に
出
席
し
た
滝

述
べ
ま
し
た
。
式
に
出
席
し
た
滝

沢
光
也
副
町
長
は
「
町
づ
く
り
に

沢
光
也
副
町
長
は
「
町
づ
く
り
に

関
わ
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
荒

関
わ
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
荒

廃
農
地
の
解
消
。
農
業
委
員
会
の

廃
農
地
の
解
消
。
農
業
委
員
会
の

皆
さ
ん
の
専
門
的
な
視
点
を
も
っ

皆
さ
ん
の
専
門
的
な
視
点
を
も
っ

て
農
地
の
保
全
と
有
効
利
用
に
取

て
農
地
の
保
全
と
有
効
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、遠
藤
美
江
子
委
員
が「
か

　

ま
た
、遠
藤
美
江
子
委
員
が「
か

け
が
え
の
な
い
農
地
や
自
然
を
、

け
が
え
の
な
い
農
地
や
自
然
を
、

豊
か
な
ま
ま
子
ど
も
た
ち
に
引
き

豊
か
な
ま
ま
子
ど
も
た
ち
に
引
き

農
地
の
荒
廃
を
防
ご
う

農
地
の
荒
廃
を
防
ご
う

町
内
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

町
内
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

①出発式であいさつを述べる松本会長　②パトロール前の入念な打ち合わせの様子　③農地パトロールで荒廃農地や遊休
農地を見回る農業委員　④農地を守る意気込みを持って出発式に臨む農地パトロール隊

継
い
で
い
く
の
が
我
々
の
使
命
で

継
い
で
い
く
の
が
我
々
の
使
命
で

す
。
岩
手
町
農
業
委
員
は
、
農
地

す
。
岩
手
町
農
業
委
員
は
、
農
地

を
守
り
生
か
す
た
め
、
農
地
パ
ト

を
守
り
生
か
す
た
め
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
を
誓
い

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
代
表

ま
す
」
と
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
代
表

し
て
宣
誓
。

し
て
宣
誓
。
1919
人
の
委
員
は
農
地

人
の
委
員
は
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
決
意
を
新

パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

た
に
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
引
き
続
き
、
３
班
に

　

出
発
式
に
引
き
続
き
、
３
班
に

分
か
れ
、
町
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

分
か
れ
、
町
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
。
耕
作
の
放
棄
に
よ
っ

ル
を
実
施
。
耕
作
の
放
棄
に
よ
っ

て
荒
れ
た
農
地
や
農
作
物
の
作
付

て
荒
れ
た
農
地
や
農
作
物
の
作
付

け
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
農
地

け
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
農
地

を
重
点
的
に
見
回
り
ま
し
た
。
パ

を
重
点
的
に
見
回
り
ま
し
た
。
パ

ト
ロ
ー
ル
中
に
は
、
農
地
の
荒
廃

ト
ロ
ー
ル
中
に
は
、
農
地
の
荒
廃

防
止
の
た
め
草
刈
り
な
ど
保
全
活

防
止
の
た
め
草
刈
り
な
ど
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
る
人
の
姿
も
。
パ

動
を
行
っ
て
い
る
人
の
姿
も
。
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
は
作
業
中
の
人
に
声

ト
ロ
ー
ル
隊
は
作
業
中
の
人
に
声

を
掛
け
な
が
ら
、
農
地
を
守
り
生

を
掛
け
な
が
ら
、
農
地
を
守
り
生

か
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

か
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
定
期
的
に

　

農
業
委
員
会
で
は
、
定
期
的
に

町
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

町
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
栽
培
が

し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
栽
培
が

不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
ほ

不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
ほ

か
、
違
反
転
用
さ
れ
て
い
る
農
地

か
、
違
反
転
用
さ
れ
て
い
る
農
地

が
あ
っ
た
場
合
、
土
地
所
有
者
に

が
あ
っ
た
場
合
、
土
地
所
有
者
に

対
し
て
利
用
意
向
調
査
を
実
施
。

対
し
て
利
用
意
向
調
査
を
実
施
。

耕
作
の
再
開
や
適
正
な
農
地
利
用

耕
作
の
再
開
や
適
正
な
農
地
利
用

に
つ
い
て
指
導
し
、
農
地
の
有
効

に
つ
い
て
指
導
し
、
農
地
の
有
効

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

適
正
管
理
と
有
効
活
用
を

適
正
管
理
と
有
効
活
用
を

①②

沼
宮
内
保
育
所
の
園
児

沼
宮
内
保
育
所
の
園
児

農
園
で
摘
み
取
り
体
験

農
園
で
摘
み
取
り
体
験

ブルーベリー、今年もたわわに

③

④

いわてモバイルメールに登録すると
町の情報を受け取ることができます

　

例
年
８
月
は
、
ク
マ
の
エ
サ
と

　

例
年
８
月
は
、
ク
マ
の
エ
サ
と

な
る
木
の
実
が
山
に
な
い
こ
と

な
る
木
の
実
が
山
に
な
い
こ
と

ク
マ
の
動
き
も
活
発
化

ク
マ
の
動
き
も
活
発
化

安
全
対
策
の
見
直
し

安
全
対
策
の
見
直
し
をを

と
、
農
作
物
が
旬
を
迎
え
る
こ
と

と
、
農
作
物
が
旬
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
ク
マ
が
人
里
に
現
れ
る
こ
と

か
ら
ク
マ
が
人
里
に
現
れ
る
こ
と

が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
本
格
化

ま
た
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
本
格
化

に
よ
る
登
山
や
秋
を
迎
え
て
の
キ

に
よ
る
登
山
や
秋
を
迎
え
て
の
キ

ノ
コ
採
り
な
ど
、
人
が
ク
マ
の
生

ノ
コ
採
り
な
ど
、
人
が
ク
マ
の
生

息
域
で
あ
る
山
に
立
ち
入
る
こ
と

息
域
で
あ
る
山
に
立
ち
入
る
こ
と

が
多
く
な
る
こ
の
時
期
。
も
う
一

が
多
く
な
る
こ
の
時
期
。
も
う
一

度
、
山
に
入
る
際
の
安
全
対
策
を

度
、
山
に
入
る
際
の
安
全
対
策
を

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ク
マ
の
動
き
も
活
発
化
す

う
か
。
ク
マ
の
動
き
も
活
発
化
す

る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
次
の
こ
と

る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ク
マ
と
の
遭
遇
を
防
ぐ
に
は

▽
ク
マ
と
の
遭
遇
を
防
ぐ
に
は

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
自
分
の
存
在
を

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
自
分
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

・
早
朝
、
夕
方
の
作
業
時
に
は
周

・
早
朝
、
夕
方
の
作
業
時
に
は
周

囲
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

囲
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

・
山
に
近
い
農
地
な
ど
は
刈
り
払

・
山
に
近
い
農
地
な
ど
は
刈
り
払

い
を
し
て
見
通
し
を
よ
く
し
ま

い
を
し
て
見
通
し
を
よ
く
し
ま

し
ょ
う

し
ょ
う

▽
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

▽
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

・
生
ご
み
や
農
作
物
、
ガ
ソ
リ
ン

・
生
ご
み
や
農
作
物
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
ク
マ
を
誘
引
す
る
も
の
は
保

な
ど
ク
マ
を
誘
引
す
る
も
の
は
保

管
に
注
意
し
、
放
置
す
る
こ
と
の

管
に
注
意
し
、
放
置
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
も
し
も
ク
マ
に
遭
遇
し
た
ら

▽
も
し
も
ク
マ
に
遭
遇
し
た
ら

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
ク
マ
に

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
ク
マ
に

背
を
向
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
そ
の

背
を
向
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
そ
の

場
を
離
れ
ま
し
ょ
う

場
を
離
れ
ま
し
ょ
う

・
ク
マ
を
驚
か
す
こ
と
（
大
声
を

・
ク
マ
を
驚
か
す
こ
と
（
大
声
を

出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
す

出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
す

る
こ
と
）
は
や
め
ま
し
ょ
う

る
こ
と
）
は
や
め
ま
し
ょ
う

○いわてモバイルメールとは
　「いわてモバイルメール」は、防災・災害情報や観
光などの情報を電子メールで配信するサービスです。
県や各市町村からの情報を携帯電話やスマートフォン
などで確認することができます。町では、クマの出没
情報や火災・災害などの情報を配信しています。
○町の情報を受信するためには
　いわてモバイルメールで町の情報を受信するために
は、専用のＵＲＬ（http://www.highway.pref.iwate.
jp/mobile/）からアクセスしてください。登録の手続
きはインターネット上の指示に従い、「岩手町からの
お知らせ」と「岩手町防災・火災・災害情報」を選択
して登録してください。
　役場総務課防災交通係　☎62－2111（内線208）　

▽
猟
友
会
・
佐
々
木
会
長
の
お
話

▽
猟
友
会
・
佐
々
木
会
長
の
お
話　　

　

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
寄

　

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
個
体
数
が
増
加
し
て
い
る
わ
け

マ
の
個
体
数
が
増
加
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
ク
マ
の
行
動
範
囲
が
広

で
は
な
く
、
ク
マ
の
行
動
範
囲
が
広

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
人

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
人

が
山
の
恵
み
を
求
め
て
ク
マ
の
生
息

が
山
の
恵
み
を
求
め
て
ク
マ
の
生
息

域
に
近
づ
き
過
ぎ
る
こ
と
も
要
因
の

域
に
近
づ
き
過
ぎ
る
こ
と
も
要
因
の

一
つ
。
山
に
入
る
時
は
で
き
る
だ
け

一
つ
。
山
に
入
る
時
は
で
き
る
だ
け

複
数
で
行
動
し
、
声
を
出
し
て
会
話

複
数
で
行
動
し
、
声
を
出
し
て
会
話

し
た
り
、
時
に
は
歌
い
な
が
ら
歩
い

し
た
り
、
時
に
は
歌
い
な
が
ら
歩
い

た
り
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

た
り
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
重
要
。
ク
マ
と
人
が
共

せ
る
こ
と
が
重
要
。
ク
マ
と
人
が
共

存
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
の
心

存
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
の
心

掛
け
が
大
切
で
す
。

掛
け
が
大
切
で
す
。

被害防止のために被害防止のために
クマと人との共存をクマと人との共存を
佐々木守さん（69）＝下黒内＝
　町猟友会の会長を務め、鳥獣
被害の防止対策や有害鳥獣の駆
除などさまざまな活動を行って
います。

　

沼
宮
内
保
育
所
（
佐
藤
誠
子
所

　

沼
宮
内
保
育
所
（
佐
藤
誠
子
所

長
、
園
児

長
、
園
児
6161
人
）
は
７
月

人
）
は
７
月
1313
日
、
日
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園
で
摘
み

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園
で
摘
み

取
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

取
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
園
児
た
ち
は
、
背
伸
び
を
し

し
た
園
児
た
ち
は
、
背
伸
び
を
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
ブ

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
。
パ
ッ
ク

ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
。
パ
ッ
ク

い
っ
ぱ
い
に
摘
み
取
っ
た
家
村

い
っ
ぱ
い
に
摘
み
取
っ
た
家
村

咲咲さ

な

さ

な菜菜
ち
ゃ
ん
は
「
お
父
さ
ん
が
お

ち
ゃ
ん
は
「
お
父
さ
ん
が
お

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
一
緒
に

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
一
緒
に

食
べ
ま
す
」
と
話
し
、
ブ
ル
ー
ベ

食
べ
ま
す
」
と
話
し
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
摘
み
取
り
を
楽
し
み
ま
し

リ
ー
の
摘
み
取
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
町
の
特
産
の
１
つ
で
あ
る
ブ

た
。
町
の
特
産
の
１
つ
で
あ
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
加
工
用
の
出
荷

ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
加
工
用
の
出
荷

量
県
内
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

量
県
内
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

町内のツキノワグマの
４～６月の目撃件数
年度 目撃件数

平成 25年度 18件

平成 26年度 11件

平成 27年度 12件

平成 28年度 23件
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
７
月
14
日
、森
の
ア
リ
ー
ナ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
５
チ
ー
ム
に

分
け
て
交
流
を
図
り
な
が
ら
、ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
と

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
毎
年

開
催
。
当
日
は
天
候
不
順
に
よ
り

屋
内
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た

が
、会
場
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

東
部
地
区
の
山
中
兵ひ

ょ
う
え
い
衛
さ
ん（
85
）

＝
下
屋
敷
＝
の
力
強
い
選
手
宣
誓

で
幕
を
開
け
た
大
会
は
、４
競
技

を
実
施
。「
玉
入
れ
」や
15
人
が
一

列
に
な
っ
て
行
う「
ボ
ー
ル
送
り
」

な
ど
の
競
技
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
８
月
に
葛
巻
町
で

行
わ
れ
る
岩
手
紫
波
地
区
老
人
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
お

り
、各
地
区
の
出
場
選
手
は
白
熱

し
た
競
技
を
展
開
。
参
加
者
の
中

に
は
、昭
和
45
年
の
岩
手
国
体
に

選
手
と
し
て
出
場
し
た
人
も
い

て
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
い
き
い

き
と
し
た
表
情
は
、健
康
福
祉
の

岩
手
町
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

①声高らかに力強く選手宣誓をする山中兵衛さ
ん　②笑顔で「ボール送り」競技を楽しむ参加者
の皆さん　③真剣な表情で器用にボールを操る
「足八丁」　④バトンパスも重要なチームプレー
　⑤狙いを定めてショットを放つ「ゲートボール
リレー」

Topics01

経
験
を
踏
ま
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

沼
宮
内
中
で「
先
輩
と
語
る
会
」

　

沼
宮
内
中（
小
原
俊
郎
校
長
、生

徒
２
０
８
人
）は
７
月
８
日
、「
先

輩
と
語
る
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、同
中
を
卒
業
し
た
安
部

雄
大
さ
ん（
盛
岡
商
高
）、横
沢
陸

さ
ん（
盛
岡
工
高
）、中
沢
碧あ
お
いさ
ん

（
盛
岡
農
高
）、早
坂
璃
子
さ
ん（
不

来
方
高
）、岩
崎
夏
実
さ
ん（
盛
岡

南
高
）が
来
校
。
進
路
の
選
択
が

迫
ら
れ
る
３
年
生
に
対
し
、自
身

の
経
験
を
踏
ま
え
て
進
路
を
考
え

る
き
っ
か
け
や
高
校
入
試
に
向
け

て
意
識
し
た
こ
と
な
ど
を
語
り
ま

し
た
。

　

沼
宮
内
中
の
生
徒
た
ち
は
、中

学
校
と
高
校
の
部
活
動
の
違
い
や

現
在
通
う
高
校
の
良
い
点
、先
輩

の
印
象
な
ど
多
彩
な
視
点
で
質

問
。
５
人
の
先
輩
は
、率
直
な
意

見
と
自
分
の
思
い
を
包
み
隠
さ
ず

伝
え
、自
ら
の
進
路
を
切
り
開
く

後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
柵
山
塁

さ
ん
は「
先
輩
の
話
を
参
考
に
進

路
を
決
め
て
い
き
た
い
」と
感
謝

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

①先輩として沼宮内中の後
輩にアドバイスを送る５人
の先輩　②自身が経験した
高校受験や高校生活につい
て語る安部雄大さん　③身
近な先輩の話に興味津々の
沼宮内中の３年生

②③

①

④

⑤

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

水賀美晃さんの長男

水
み ず が み

賀美 仁
じん

くん（細沢）

馬場康平さんの長女

馬
ば ば

場 ひかりちゃん（今松）
女の子らしく♡笑顔のた
えない優しい子になって
ね♡

八重樫旭さんの長男

八
や え が し

重樫 結
ゆ い と

翔くん（上五日市）
繋がりを大切に、みんなの
愛につつまれて、すくすく
大きくなってね。

帷子郁弥さんの長女

帷
かたびら

子 明
め い

生ちゃん（下鴫沢）

明るく元気な子に育っ
てね。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

No.320

休まず無理せず生涯現役で
外
そ と か わ

川　美
み ち こ

智子さん（78）=境田＝

いつか
どこかで

　「スポーツが好き。ストレスの解消にもなるし、続けてきてよかったよ」と
話す美智子さんは 35 歳で始めた卓球に夢中。毎週、火・水・木曜日の練習に
参加しています。若い頃は 70 代の先輩がプレーしているのを「すごいなぁと
思って見ていた」という美智子さんですが、「休まず、無理せず、生涯現役で」
をモットーに長年の鍛練を重ねた結果、同年代では県下トップレベルの選手に。
今年も全日本卓球選手権大会県予選を制覇して、10 月に行われる全国大会に
出場します。「気持ちの持ち方が大事。全国大会で勝てるようになりたい」と
強い気持ちと向上心を持って卓球を続けています。

②

③

やさしい元気な子にそ
だってね♡

仲良し図書委員2人組
（久保小5年男子）（久保小5年男子）

No.324

　将来は、「大きな機械に興味があるので、ロー
ドローラーに乗って工事現場で働きたい」理斗君
と「いろいろな種類の野菜を栽培するおじいちゃ
んのようになって、農業を引き継ぎたい」颯君。
2人はともに図書委員を務め、ホッケースポ少に
も所属。日に焼けたたくましい顔で将来の夢を
語ってくれました。図書委員としてたくさん本を
読んでもらうため、おすすめの本も紹介してくれ
た２人。「夏休みのプールやカブトムシ探しが楽
しみです」と笑顔を見せます。

外
そ と や ま

山 理
り と

斗 君西
に し の

野 颯
はやて

 君

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

運動で作る健康と生きがい
町老人クラブスポーツ大会

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02
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▼2016.07.26

ゆはずＦＣが地元開催の大会でＶ
○第18回工藤孝一杯

　第18回工藤孝一杯兼町スポーツ少年団交流大会は６月
26日、町総合グラウンドで開催されました。県内のサッ
カースポーツ少年団の交流と技術力向上を目的に開催さ
れるこの大会。４市町から８チームが参加し、ゆはずＦ
Ｃが見事、地元の大会での優勝を飾りました。
【大会結果】　①ゆはずＦＣ　②鵜飼サッカークラブ（滝
沢市）　③滝沢ＪＦＣドリーム（滝沢市）

▼2016.06.26 東
北
大
会
に
勝
ち
進
ん
だ
岩
手
野
球
ス
ポ
少

通
安
全
み
ん
な
の
願
い

○
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成

○
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
会
長
・
民
部
田

幾
夫
町
長
）は
７
月
24
日
、交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
千
日
を
達
成
し
ま
し
た
。
表
彰
は
26
日
、役

場
町
長
室
で
行
わ
れ
、民
部
田
町
長
の
ほ
か
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続
に
尽
力
し
た
町
交
通

安
全
協
会
や
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
関
係
者

が
出
席
。
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
会
長
・

達
増
拓
也
知
事
）か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
民
部
田
町
長
は「
多
く
の
人
の

努
力
が
あ
り
千
日
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
１
日
で
も
長
く
続
く
よ
う
取

り
組
み
た
い
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

交

表彰を受け交通死亡事故ゼロの継続を誓う関係者の皆さん

　第８回東北少年野球大会・岩手地区予選（藤沢体育堂
杯）は７月２～３日、雫石町で開催されました。県内のス
ポーツ少年団14チームが参加して行われたこの大会に
は、岩手野球スポーツ少年団が出場して危なげない試合
運びで勝ち進み、見事に優勝。９月10日から秋田県・あ
きたスカイドームで行われる東北大会への切符を手にし
ました。
　なお、本大会では岩手野球スポーツ少年団の下平紘星
君（沼宮内小６年）が最優秀選手に輝いています。

優
勝
を
決
め
、喜
び
の
表
情
を
見
せ
る
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ

岩手野球スポ少が東北大会へ
○第８回東北少年野球大会岩手地区予選 ▼2016.07.02~03

　

子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と「
家
族
ロ
ボ
ッ
ト

教
室
」（
富
士
通
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
主
催
）は
７
月
16
日
、町
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、町
内
の

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
家
族
19
組
が
参
加
。

モ
ー
タ
ー
や
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
の
組
み
立
て
と
、ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
制
御

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
思
い
通
り
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
動

か
そ
う
と
試
行
錯
誤
。
最
後
は
タ
イ
ム
レ
ー

ス
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
来
栄
え
を
競
い
ま
し
た
。

○
家
族
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

○
家
族
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

技
黒い線に沿って走るようにプログラムしたロボットでレース

▼2016.07.16

術
・
工
学
楽
し
く
学
ぶ

　

町
青
少
年
健
全
育
成
パ
レ
ー
ド
は
７
月
21

日
、沼
宮
内
、川
口
、一
方
井
の
３
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
パ
レ
ー

ド
に
は
、各
地
区
か
ら
学
校
、地
域
住
民
が
多

数
参
加
。
こ
の
う
ち
沼
宮
内
地
区
で
は
、商
店

街
の
沿
道
か
ら
地
域
の
人
が
見
守
る
中
、横
断

幕
を
手
に
中
学
生
が
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。

「
健
全
な
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
育
む
」と

い
う
観
点
か
ら
各
地
区
で
は
、青
少
年
を
次
世

代
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
て
心
豊
か
に

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

○
町
青
少
年
健
全
育
成
パ
レ
ー
ド

○
町
青
少
年
健
全
育
成
パ
レ
ー
ド

心
パレードで横断幕を手に商店街を行進する沼宮内中の生徒

▼2016.07.21

豊
か
に
、た
く
ま
し
く

　

町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
推

進
委
員
会（
幅
清
一
会
長
）は
７
月
15
日
、回
収

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
定
め
ら
れ
た
方
法
、

場
所
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
当
日
は
、特
設

会
場
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
岩
手
町
育
苗

セ
ン
タ
ー
に
農
薬
の
容
器
や
牧
草
用
ラ
ッ
プ

シ
ー
ト
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
な
ど
多
く

の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

を
一
年
に
数
回
実
施
し
て
お
り
、10
月
と
11
月

に
も
回
収
作
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

○
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

○
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

適

運び込まれた農業用廃プラスチックを計量して作業する様子

▼2016.07.15

正
に
廃
棄
物
の
処
理
を

白熱した戦い、東北大会へ弾み
○県中学校総合体育大会 ▼2016.07.16-19

　県中学校総合体育大会の各競技は７月16日から19日
まで県内各地で開催されました。
　ホッケー競技は７月16日、町ホッケー場で開催。男子、
女子ともに町内の３校がリーグ戦で対戦し、応援団の声
援を受けながら白熱した戦いを繰り広げました。男子は
川口中と沼宮内中が１勝１引き分けで並び、得失点差で
川口中が３年ぶりの優勝。一方女子は、川口中が全勝で
５年ぶりの優勝旗を勝ち取りました。東北大会への出場
権は、男女ともに優勝の川口中と準優勝の沼宮内中が獲
得し、東北大会（７月29日～ 31日、山形県川西町）に進出
しました。
　また、ホッケー以外の各競技でも町勢選手が活躍。卓
球の女子個人戦では、川口中の堤彩佳さん（３年）がベス
ト16入りを果たし、８月５日から奥州市で開催される東
北大会への進出を決めました。一方、剣道の男子個人戦
では沼宮内中の山中悠暉さん（３年）がベスト８。山形県
鶴岡市で８月８日から行われる東北大会へ駒を進めま
した。なお、山中さんは昨年に引き続き、２年連続の東北
大会出場です。

①②

③

④

①激しく競り合う川口中の十和田あゆ
み主将と沼宮内中の玉木愛優菜選手
②優勝した川口中男子ホッケー部の唯
一の３年生、外山亜

あ と む

都夢主将
③シュートを放つ沼宮内中・三上舞子
選手　④迫力ある川口中の全校応援
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問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

○
食
事
の
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う

○
調
理
後
の
食
品
は
室
温
に
放
置
せ

ず
、す
ぐ
に
食
べ
る

○
刺
身
な
ど
の
生
食
魚
介
類
は
、冷

蔵
庫
か
ら
出
し
て
２
時
間
以
内
に
消

費
す
る

➏
残
っ
た
食
品

○
残
っ
た
食
品
は
、早
く
冷
え
る
よ

う
に
き
れ
い
な
容
器
に
小
分
け
に
入

れ
、冷
蔵
・
冷
凍
保
存
す
る

○
温
め
直
す
時
も
75
度
以
上
に
加
熱

す
る

○
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
食

べ
ず
に
処
分
す
る

　

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
病
原
菌
に
対

す
る
抵
抗
力
が
弱
い
た
め
、食
中
毒

が
起
こ
る
と
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

を
守
り
、そ
れ
で
も
お
な
か
が
痛
く

な
っ
た
り
、下
痢
を
し
た
り
、気
持
ち

が
悪
い
場
合
は
、自
己
診
断
せ
ず
に

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
最

後
に
買
い
、す
ぐ
に
持
ち
帰
る

➋
食
品
の
保
存

○
冷
蔵
・
冷
凍
品
は
持
ち
帰
っ
た
ら

す
ぐ
に
冷
蔵
・
冷
凍
庫
へ
入
れ
る

○
冷
蔵
・
冷
凍
庫
は
詰
め
過
ぎ
に
注

意
し（
目
安
は
７
割
程
度
）、冷
蔵
庫

は
10
度
以
下
、冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス

15
度
以
下
に
保
つ

○
肉
や
魚
の
汁
で
他
の
食
品
を
汚
さ

な
い

➌
下
準
備

○
準
備
の
前
は
も
ち
ろ
ん
、生
肉
・

魚
・
卵
を
扱
っ
た
後
は
、そ
の
都
度

手
を
よ
く
洗
う

○
包
丁
・
ま
な
板
・
布
巾
・
ス
ポ
ン

ジ
な
ど
は
、使
用
後
す
ぐ
に
洗
剤
で

よ
く
洗
い
、熱
湯
ま
た
は
漂
白
剤
な

ど
を
使
っ
て
消
毒
す
る

➍
調
理

○
食
品
の
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱
す

る（
75
度
、１
分
以
上
）

○
電
子
レ
ン
ジ
は
調
理
時
間
に
気
を

付
け
、十
分
加
熱
す
る

➎
食
事

　

梅
雨
か
ら
夏
場
に
か
け
て
は
、食

中
毒
菌
が
増
え
や
す
く
、一
年
で
最

も
食
中
毒
の
発
生
が
多
い
時
期
で

す
。

　

食
中
毒
は
大
き
く
分
け
る
と
、食

品
中
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食

中
毒
、自
然
界
に
あ
る
毒
性
物
質
に

よ
る
食
中
毒
、化
学
物
質
な
ど
に
よ

る
食
中
毒
に
分
類
さ
れ
、そ
の
中
で

も
気
温
や
湿
度
が
高
い
こ
の
時
期

は
、細
菌
が
原
因
の
食
中
毒
が
増
加

し
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
、食
中

毒
菌
を「
付
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」で
す
が
、さ
ら
に
家

庭
で
の
食
事
づ
く
り
を
６
つ
の
段
階

に
分
け
て
、食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

➊
買
い
物

○
消
費
期
限
を
確
認
し
、鮮
度
の
よ

い
も
の
を
選
ぶ

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

食
中
毒
に
ご
用
心
！

今月は山本めぐみ栄養士今月は山本めぐみ栄養士
からのお便りですからのお便りです

夏
場
に
増
え
る
食
中
毒

症
状
が
出
た
時
は

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　現在、児童扶養手当や特別児童扶養手当を受けて
いる人は、毎年８月に現況届などの提出が必要です。
　この届け出は、引き続き手当を受けられるかを審
査するもので、提出がない場合は、手当の支給が差
し止めになります。また、提出が遅れると支給が遅
れることもありますので、該当する人は忘れずに手
続きをしてください。対象者には、直接通知します。
【受付期間】　○児童扶養手当　８月 31 日（水）まで
○特別児童扶養手当　８月 12 日（金）から９月９
日（金）まで。いずれも平日の午前８時 30 分から
午後５時 15 分まで

　 役場町民課　子育て支援係
 62-2111内線504、505

【受付場所】　役場町民課子育て支援係（１階②番窓口）
【受付時間延長日】　８月 22 日（月）と 29 日（月）は、
午後７時まで受け付けます
【手続きに必要なもの】
○児童扶養手当　①印鑑②手当証書③養育費等に関
する申告書④勤務先の住所と電話番号が分かるもの
○特別児童扶養手当　①印鑑②手当証書③勤務先の
住所と電話番号が分かるもの④身体障害者手帳・療
育手帳
※その他、状況に応じて書類を提出していただく
ことがあります

児童扶養手当の申請手続きを忘れずに！
午後７時までの時間延長受付日は８月22日（月）と29日（月）

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

町立図書館
62-2877

No.53

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

武
田
吉
孝
さ
ん（
63
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

一
方
井
城
跡
と
南
部
信
直

　

一
方
井
城
跡
は
代
々
こ
の
地
を
領
有
し

た
一
方
井
氏
の
居
城
で「
輪
台
城
」と
も
言

わ
れ
、南
部
家
26
代
当
主
・
信
直
公
の
生

ま
れ
育
っ
た
城
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

信
直
公（
幼
名
・
亀
九
郎
）は
、田
子
城

主
南
部
高
信
の
長
男
と
し
て
１
５
４
６
年

３
月
１
日
に
一
方
井
城
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
母
は
一
方
井
氏
の
娘
で
す
。
修
験
者

自
光
坊
か
ら
読
み
書
き
を
学
ん
だ
亀
九
郎

は
、13
歳
で
母
と
共
に
田
子
城
に
移
り
田

子
九
郎
と
改
称
。
17
歳
頃
元
服
し
名
を
信

直
と
改
め
ま
し
た
。

　

南
部
家
で
は
１
５
８
２
年
に
晴
政
、晴

継
公
が
前
後
し
て
死
去
。信
直
公
は
同
年
、

26
代
当
主
と
し
て
三
戸
城
に
迎
え
ら
れ
、

南
部
藩
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
戦
国
末
期

の
政
情
不
安
な
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い

た
武
将
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一方井の町並みや田園地帯を見下
ろす高台に位置する一方井城跡

←信直公誕生の時、南部家の家紋と
なっているマナヅルが飛んできて一
方井城に舞い降りたといわれている

町立図書館
62-2877

【８月の休館日】　毎週月曜日、23日㈫～ 28日㈰

新着図書
書　　　名 著　　者

一般向け 小 説 青藍の峠 犬飼　六岐
ラストナイト 薬丸　岳

実 用 書 おしゃれソーイング 吉田　直美

児童向け 絵 本 トリックアートミステリートレイン 北岡　明佳
みちくさ　しようよ！ はたこうしろう

読 み 物 かいけつゾロリのおいしい金メダル 原　ゆたか

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　８月21日㈰ 午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

８月23日㈫～28日㈰は、図書館システム入れ替
えのため休館します。確認の上、来館ください。

◇夏休みチビッコ映画会◇
【日時】　８月10日㈬、17日㈬
　　　　午後２時～
【対象】　幼児、小学生

読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

※ 8月 27 日（土）午後２時～、石神の丘美術館で「南部家第 46代当主・南部利文
氏講演会」が開催されます。ぜひ来館ください。

イラスト：武田吉孝

文化・情報

まちの文芸

俳
句

川
柳

短
歌

席
題「
ア
サ
ガ
オ
」　

馬
渕　

草　

選

〈
佳
作
〉

日
よ
け
に
も
な
る
朝
顔
に
助
ら
れ 

　
　

佐
藤　

小
草

朝
顔
が
あ
る
か
ら
早
く
起
き
る
か
も 　
　

久
慈　

正
和

〈
秀
逸
〉

朝
顔
が
何
か
言
い
た
い
様
に
見
え 

　
　

四
日
市
俊
悦

小こ
ば
な
し咄
の
粋
な
姉
さ
ん
ア
サ
ガ
オ
の
市 　
　

鍋
倉
る
み
子

ア
サ
ガ
オ
が
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
と
首
を
振
る　

土
橋
は
つ
お

〈
特
選
〉

朝
顔
に
毎
日
負
け
る
笑
い
顔 

　
　

柴
田　

満
子

夕
焼
け
に
朝
顔
あ
し
た
咲
く
準
備 

　
　

自　
　
　

句

炎
天
に
春
菊
を
摘
み
夫
つ
く
る
黒
ニ
ン
ニ
ク
を

食
べ
て
乗
り
切
る 

瀬
川　

浩
美

ひ
と
ひ
ら
の
雲
流
れ
ゆ
く
青
空
に
浮
く
ご
と
咲

け
る
鉄
線
の
花 

昆
野　

功
夫

や
う
や
く
に
草
取
り
終
へ
し
菜
園
の
小
豆
に
午

後
の
陽
射
し
の
届
く 

愛
木
タ
エ
子

ぬ
か
る
み
て
草
取
り
出
来
ぬ
休
耕
田
梅
雨
の
晴

れ
間
に
あ
せ
り
い
ら
だ
つ 

志
田　

悦
朗

や
や
早
き
東
海
の
梅
雨
明
け
と
い
ふ
今
朝
ど
ん

よ
り
と
峡か

い
し
ず鎮
も
れ
り 

山
口　

國
男

千
段
の
下
闇
抜
け
て
出
羽
詣
で 

　

遠
藤　

金
作

山
清
水
手
で
す
く
ひ
飲
み
休
憩
す 

　

遠
藤　

初
枝

子
ら
の
影
落ら
っ
き暉
に
長
し
麦
の
秋 

　

昆
野　

功
夫

露
天
湯
に
奇
妙
に
和
す
る
蝦が

ま蟇
の
声 

　

志
田　

悦
朗

土
を
踏
む
音
の
か
す
か
に
明
易
し 

　

柴
田　

ヒ
ノ

初
摘
み
と
掌
よ
り
掌
に
受
く
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー 　

向
井　

梅
子

小
繋
の
待
合
室
の
蝉
時
雨 

　

山
口　

國
男

紫
陽
花
や
杖
つ
く
母
に
随
え
て 

　

高
橋　

麗
子
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

課
内
）☎
62
‐
２
１
１
１
内
線

５
１
２
、５
１
４

５
年
に
１
度
の
調
査
で
す

■
社
会
生
活
基
本
調
査

　

総
務
省
統
計
局
は
、社
会
生
活

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、国
民
の
生
活
時
間
の
使

い
方
を
調
査
し
、暮
ら
し
や
社
会

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
の
調
査

で
す
。
９
月
か
ら
調
査
員
証
を
携

行
し
た
調
査
員
が
対
象
世
帯
へ
伺

い
ま
す
の
で
、調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
回
答
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
庁
調
査
統
計
課 

☎
０
１
９

‐
６
２
９
‐
５
２
９
６

ひ
と
り
親
の
家
庭
を
支
援

■
無
料
法
律
相
談
実
施

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
人（
母
子
家
庭

の
母
、父
子
家
庭
の
父
な
ど
）を
対

象
に
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、離
婚

を
考
え
て
い
る
人
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

【
開
催
日
時
】　

８
月
23
日（
火
）午

前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】　

八
幡
平
市
西
根
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
相
談
室（
八
幡
平
市

田
頭
39
‐
80
‐
１
）

【
そ
の
他
】　

開
催
日
時
に
都
合
が

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

　

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
は
平

成
29
年
度
に
採
用
す
る
消
防
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】　

▽
高
校
卒
業（
来

春
卒
業
見
込
み
を
含
む
）以
上　

▽
高
校
卒
は
平
成
５
年
４
月
２
日

〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
。
大
学
ま
た
は
短
大
卒
は
平
成

３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

【
勤
務
地
】　

盛
岡
市
、八
幡
平
市
、

滝
沢
市
、岩
手
郡
、紫
波
郡
内
の
消

防
署
・
分
署
・
出
張
所

【
申
込
期
間
】　

８
月
15
日（
月
）

〜
９
月
７
日（
水
）ま
で

【
一
次
試
験
日
】　

10
月
16
日（
日
）

【
申
込
方
法
】　

消
防
署
な
ど
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、組
合
事
務
局
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
申
込
用
紙

の
受
け
取
り
・
提
出
も
可
能
で
す

・
　

盛
岡
地
区
広
域
消

防
組
合
事
務
局（
〒
０
２
０
‐

０
０
４
５　

盛
岡
市
盛
岡
駅
西

通
１
‐
27
‐
55
）☎
０
１
９
‐

６
２
６
‐
７
４
０
５

い
わ
て
の
食
育
標
語
募
集

■
県
食
育
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
事
務
局
は
、い
わ
て
の
食
育
標
語

を
募
集
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、食
の
宝
庫
で
あ
る
岩
手
県

の
食
材
や
郷
土
料
理
、家
庭
料
理
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
標
語
の
テ
ー
マ
】　

私
の
好
き
な

岩
手
の
食
べ
も
の

【
応
募
方
法
】　

①
標
語　

②
郵
便

番
号　

③
住
所　

④
氏
名　

⑤
年

齢（
学
生
の
場
合
学
校
名
、学
年
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）　

⑥
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、郵
送
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募
は

で
き
ま
せ
ん

【
応
募
資
格
】　

県
内
在
住
の
人

【
募
集
締
切
】　

９
月
19
日（
月
）

「
食
育
の
日
」必
着

【
応
募
規
定
】　

応
募
者
自
身
で
創

作
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま

す
。
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
、県

食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

帰
属
す
る
も
の
と
し
、作
品
は
食

育
推
進
活
動
に
お
い
て
広
く
活
用

し
ま
す

【
そ
の
他
】　

入
賞
者
に
は
賞
状
お

よ
び
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す

・
　

県
食
育
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
事
務
局（
〒
０
２
０

‐
８
５
７
０　

盛
岡
市
内
丸
10

‐
１
）☎
０
１
９
‐
６
２
９
‐

５
３
２
２

行
わ
れ
ま
す

に
こ
に
こ
ふ
れ
あ
い
交
流

■
町
障
が
い
者
交
流
会
実
行
委

　

町
障
が
い
者
交
流
会
実
行
委
員

会
は
、「
に
こ
に
こ
ふ
れ
あ
い
交

流
会
」を
開
催
し
ま
す
。
一
般
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
参
加
希
望
の
場
合
は
、事
前

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

８
月
20
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
１
時

【
場
所
】　

森
の
ア
リ
ー
ナ

【
内
容
】　

各
障
が
い
者
団
体
の
発

表
や
交
流
会
、郷
土
芸
能
発
表
、合

唱
な
ど

【
参
加
費
】　

５
０
０
円（
昼
食
代
）

・
　

町
障
が
い
者
交
流
会

実
行
委
員
会（
役
場
健
康
福
祉

つ
か
な
い
人
の
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い

・
　
（
一
社
）県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会　

☎
０
１
９
‐
６
２
３

‐
８
５
３
９

養
育
費
の
お
悩
み
を
支
援

■
養
育
費
相
談
会

　

県
司
法
書
士
会
は
、
養
育
費

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
る
人
の
た
め
に
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
養
育
費
に
関
す
る
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
は
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

【
開
催
日
時
】　

８
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】　

県
司
法
書
士
会
館
２
階

（
盛
岡
市
本
町
通
２
‐
12
‐
18
）

【
そ
の
他
】　

電
話
に
よ
る
無
料
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

０
１
２
０
‐
８
２
３
‐
８
１
５

（
通
話
料
無
料
）

・
　

県
司
法
書
士
会
相
談

事
業
部　

☎
０
１
９
‐
６
２
１
‐

７
０
７
２

食
品
表
示
ル
ー
ル
を
学
ぶ

■
食
品
の
表
示
を
考
え
る
研
修
会

　

県
庁
県
民
く
ら
し
の
安
全
課

は
、
食
品
表
示
法
に
つ
い
て
事
業

者
や
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

募
集
し
ま
す

日
本
銀
行
券（
新
・
旧
）、旧
日
本

軍
軍
票
、預
貯
金
証
書
、国
債
証
書

な
ど
を
い
い
ま
す
。
上
陸
港
で
引

揚
者
か
ら
税
関
が
預
か
っ
た「
上

陸
港
扱
い
の
保
管
物
件
」と
外
地

か
ら
の
引
き
上
げ
の
際
、在
外
公

館
ま
た
は
日
本
人
自
治
会
へ
寄
託

さ
れ
、最
終
的
に
税
関
に
移
管
さ

れ
た「
外
地
扱
い
の
保
管
物
件
」が

あ
り
ま
す

　

函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視

官
部
門（
〒
０
４
０
‐
８
５
６
１

　

函
館
市
海
岸
町
24
‐
４
）　

０
１
３
８
‐
40
‐
４
２
４
４

相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

■
県
司
法
書
士
会

　

県
司
法
書
士
会
は
、相
続
に
関

す
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

お
盆
の
期
間
に
親
族
が
集
ま
る
こ

と
も
多
い
こ
の
機
会
に
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】　

８
月
１
日（
月
）

〜
31
日（
水
）

【
相
談
に
つ
い
て
】　

▽
常
設
相
談　

県
司
法
書
士
会
の

各
会
員
事
務
所（
土
日
祝
日
を
除

く
）　

▽
電
話
相
談　

午
前
10
時
〜
午
後

１
時　

☎
０
１
２
０
‐
８
２
３
‐

８
１
５（
通
話
料
無
料
）

　

県
司
法
書
士
会
事
務
局　

☎
０
１
９
‐
６
２
２
‐
３
３
７
２

火
災
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、８
月
30
日
か
ら
９
月
５

日
は「
防
災
週
間
」、９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」で
す
。
地
震
で
倒
れ

や
す
い
家
具
は
な
い
か
、地
域
の

危
険
個
所
と
避
難
場
所
が
ど
こ

か
、万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
家

族
で
確
認
し
て
防
災
へ
の
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署　

 

☎
62
‐
６
１
１
９

未
返
還
保
管
証
券
の
解
消

■
函
館
税
関
監
視
部

　

税
関
は
、戦
後
海
外
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
た
人
か
ら
預
か
っ
た
約

86
万
件
の
保
管
証
券
を
返
還
し
て

い
ま
す
。
返
還
の
請
求
は
本
人
だ

け
で
は
な
く
、家
族
で
も
で
き
ま

す
。「
も
し
か
し
た
ら
う
ち
に
も
」

と
お
気
付
き
の
人
は
税
関
ま
で
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
返
還
の
対
象
】　

①
終
戦
後
、海
外
か
ら
引
き
上
げ

て
き
た
人
が
上
陸
地
の
税
関
・
海

運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券

②
帰
国
前
に
樺
太（
真
岡
、大
泊
、

豊
栄
、留
多
加
な
ど
）、満
州
に

あ
っ
た
在
外
公
館
、日
本
人
自
治

会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等

の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

▽
保
管
証
券
類
と
は
…
税
関
が
保

管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
類
と
は
、

深
め
、
適
正
な
表
示
へ
の
取
組
や

食
品
の
購
入
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】　

８
月
24
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

【
場
所
】　

い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」
７
階　

小
田
島
組
☆
ほ
〜
る

【
入
場
料
】　

無
料

【
定
員
】　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

【
申
込
方
法
】　

事
前
申
込
が
必
要

で
す
。
①
所
属　

②
氏
名　

③
居

住
市
町
村　

④
連
絡
先
（
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を

明
記
の
上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
よ
り
８
月
10
日
（
水
）
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・
　

県
庁
県
民
く
ら
し
の

安
全
課　

☎
０
１
９
‐
６
２
９
‐

５
３
２
２　

そ
の
他

出
火
防
止
と
事
故
防
止
を

■
盛
岡
中
央
消
防
署

　

小
、中
学
生
が
夏
休
み
を
迎
え

て
花
火
を
す
る
機
会
が
増
え
、各

家
庭
で
は
お
盆
の
迎
え
火
や
送
り

火
、仏
壇
の
ろ
う
そ
く
な
ど
火
を

使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て

散歩

ヤ
ン
グ
YOUNG
No.328【プロフィル】　ささき・はるな（18）＝久保＝

平成28年３月に沼宮内高校を卒業後、同年4月から岩手銀行沼宮内支
店に勤務。血液型A型、うお座

佐々木 晴奈さん

　岩手銀行沼宮内支店で窓口業務や外回りの仕事をこなす晴奈さん
は、「町の人といろいろなお話ができるのが楽しい」と地元で働くこ
とにやりがいを感じています。音楽を聴くことが好きで、東京まで
行って日本武道館でライブ鑑賞したこともあるそう。小学校３年生
で始めたホッケーでは全国制覇も経験。現在も地元の社会人チーム、
IwateH.Cに所属している晴奈さんは「一緒にいて楽しい人」が理想の
男性像。「こうして今の自分があるのは、親や家族、先生の協力や指導
があったから。感謝の気持ちを持って、楽しく、今を大切にしていま
す」とすてきな笑顔で朗らかに話します。

楽しく、“今” を大切に
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医療

◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税（第２期）
国民健康保険税（第２期）
後期高齢者医療保険料（第2期）

８月 31日㈬
口座振替日：８月 25日㈭

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 8:30 ～
11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（８月）
脳神経外科
※要予約 ９日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約 22、29日 13:00 ～

15:30
小児科 ５、19 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 ９、23 日 13:00 ～

15:30
整形外科 19 日 8:30 ～

11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

８月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

４（日）沼宮内地域診療センター

11（日）佐々木医院

18（日）佐渡医院

９月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
７（日）さわやかクリニック

11（木）岩手沼宮内クリニック

14（日）塚谷医院

21（日）北上脳神経外科クリニック

28（日）佐藤整形外科クリニック

8

９

医療町民カレンダー

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こども救急相談電話

診療時間外の受診

日 お名前 保護者 行政区

27 田中　心
み ら

萊 祐 輔 半 在 家

31 上澤　璃
り な

奈 幸 二 日の神子

８ 斗成　玲
れ い な

菜 優 太 駅 前

14 佐藤　拳
けんゆう

優 優 下愛宕下

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

１ 引木　ミキ （81） 光 一 葉 の 木

１ 西島　四郎 （79） 洋 一 子抱団地

２ 千 　清治 （94） カ ヨ 下愛宕下

３ 岩﨑　助間 （91） 本 人 岩 瀬 張

８ 滝本　喜和子（87） 本 人 野 原

９ 畑中　政司 （76） 信 幸 下 屋 敷

９ 千 　常雄 （96） 本 人 葉 木 田

９ 遠藤　七郎 （77） 朝　子 黒 石

10 三浦　孝行 （63） 千惠子 太 田

12 藤本　ミネ （92） 松 一 上 浮 島

14 竹田　アサ子（77） 寅次郎 下苗代沢1

15 今松　フジ （87） 美 峰 今 松

20 村山　坦 （81） 光 枝 駅 通

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 513）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

６月受け付け分

●生まれたお子さん●４人（６人）

●亡くなられた人● 13 人（16 人）

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

子どもが急病のときよろこびかなしみ

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　土曜日は午後1時～5時、夜間は午後5時～翌朝9時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日 月 火 水 木 金 土
8/1
中央

２
川久保

３
日赤

４
医大

５
中央

６
こども

７
医大

８
中央

９
川久保

10
中央

11
医大

12
中央

13
医大

14
中央

15
医大

16
川久保

17
中央

18
医大

19
中央

20
こども

21
中央

22
医大

23
中央

24
医大

25
中央

26
医大

27
日赤

28
医大

29
中央

30
医大

31
中央

9/1
中央

２
医大

３
中央

４
医大

５
中央

６
川久保

７
日赤

８
医大

９
中央

10
こども

11
医大

12
中央

13
川久保

14
医大

15
中央

16
医大

17
中央

▼５月

▼６月

●お婿さん、お嫁さん● １組（３組）

日 お名前 世帯主 行政区

29 　佐藤　毅　髙橋　笑美　
本 人
和 子

上 町
野 原

▼６月

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
７（水） 9:30 ～ 町小学校陸上競技記録会 町総合グラウンド

８（木） 9:30 ～ 離乳食教室
（平成 28年５月生まれのお子さんの家族） 町保健センター

９（金）
9:30 ～ 12:00 妊婦教室 1回目（平成 28年 11月～ 29年２月出産予定の女性）町保健センター

13:00 ～ 16:00 もうすぐママのほっと一息カフェtime 町保健センター

11（日） 9:00 ～ 第 40回県ＯＢ軟式野球大会
岩手北予選 町野球場

14（水）12:30 ～ １歳６カ月児健康診査
（平成 27年１月１日～３月 14日生まれ） 町保健センター

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
１（月）10:00 ～ 国体炬火採火式 いわてまち川の駅

３（水）12:30 ～ ３歳児健康診査（平成 24 年 12 月 9 日～
平成 25年２月３日生まれ） 町保健センター

4（木） 8:30 ～ 第 23回石神の丘美術館杯
ゲートボール大会 町総合グラウンド

５（金）
9:30 ～ 12:00 妊婦教室２回目（平成 28年９月～ 12月出産予定の女性） 町保健センター

13:00 ～ 16:00 もうすぐママのほっと一息カフェtime 町保健センター

６（土）11:00 ～ 斎藤純と旅するぶらり北緯 40度展
（会期 9月 11日まで） 石神の丘美術館

７（日） 9:00 ～ 第 39回東日本軟式野球大会（1部）
岩手北予選 町野球場

14（日）11:00 ～ 20:30 第 22回町夏まつり 道の駅「石神の丘」

16（火） 9:00 ～
9:00 ～　一方井

国体炬火リレー    11:00 ～　川　口
　　　　　　　　　　 13:00 ～　沼宮内

各地区

17（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

19（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム
20（土）10:00 ～ 13:00 第 15回町にこにこふれあい交流会 森のアリーナ
21（日）10:00 ～ 12:00 岩手町食育フォーラム2016 プラザあい

23（火）

12:30 ～
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成27年11月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成28年2月生まれ）
1 歳児健康診査（平成27年8月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課防災交通係 62-2111 内線 203） 町総合開発センター

24（水） 9:30 ～ 離乳食教室
（平成 28年４月生まれのお子さんの家族） 町保健センター

25（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

27（土）14:00 ～ 北緯 40度展関連行事
「南部家第46代当主・南部利文氏講演会」石神の丘美術館

▼６月

次号は９月８日㈭発行予定
本紙は原則、毎月第１木曜日に発行していますが、次号は編集の
都合により９月８日㈭の発行となります。ご了承ください。
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斎
藤 

純
と
旅
す
る

　

北
緯
   40°

◆国体本大会◆国体本大会

　

第
71
回
国
民
体
育
大
会
町
実
行

委
員
会
（
委
員
長
・
民
部
田
幾
夫

町
長
）
は
、
希
望
郷
い
わ
て
国
体

岩
手
町
開
催
の
競
技
で
使
わ
れ
る

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
原
画
を
決

定
し
ま
し
た
。
多
数
の
応
募
の
中

か
ら
栄
え
あ
る
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
の
は
、
沼
宮
内
高
美
術
部
・

三
浦
幸さ

ち
か香
さ
ん
（
２
年
）
の
作
品

で
す
。

　

表
彰
伝
達
式
は
７
月
27
日
、
沼

宮
内
高
校
長
室
で
行
わ
れ
、
三
浦

さ
ん
の
ほ
か
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
同
校
の
作
山
佳
帆
さ
ん
（
３

年
）、
田
村
由
佳
さ
ん
（
２
年
）

へ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
三
浦
さ

ん
は
「
国
体
に
出
場
す
る
選
手
へ

の
思
い
を
込
め
て
デ
ザ
イ
ン
を
描

き
上
げ
ま
し
た
。
ま
さ
か
最
優

秀
賞
を
獲
れ
る
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
」
と
自
身
も
驚
き
を
隠
せ
な
い

様
子
。
三
浦
さ
ん
の
作
品
は
町
で

開
催
さ
れ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
と
ゴ

ル
フ
競
技
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
、
国
体
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

美
術
館
へ
行
こ
う

【 会 期 】　８月６日㈯ ～９月11日㈰　
【開館時間】　午前９時～午後5時　
【休館日】　毎週月曜日※８月15日は臨時開館
【観覧料】　町民割引：一般240円／大・高生160円
　　　　　（受付に運転免許証、保険証などを提示ください）
　　　　　　※中学生以下は無料

 石神の丘美術館   62‐1453

 町教育委員会事務局国体推進室  町教育委員会事務局国体推進室  62‐2111内線346 62‐2111内線346
【ウェブサイト】　http://town.iwate.iwate.jp/kokutai【ウェブサイト】　http://town.iwate.iwate.jp/kokutai

い
国体 盛り げ隊いわ
て国体 盛り上げ隊

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2016年
［
平
成
28年

］
８
月
１
日
発
行

No.686

H28.6.30現在　（ ）内は前月比
【人口】 男　6,918人（△ 3）
　　　 女　7,247人（ 1）
　　　 計 14,165人（△ 2）
【世帯】　　 5,454世帯（  6）
【出生】06人 【死亡】16人
【転入】24人 【転出】16人
【外国人住民】132人

 人口の動き
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町
の
皆
さ
ん
、「
広
報
い
わ

て
ま
ち
」い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
の
お
土
産
と
し
て
新
し

い
商
品「
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
」

の
販
売
が
ス
タ
ー
ト
。皆
さ
ん
、

ち
ゅ
う
ち
ょ
し
な
い
で
た
く
さ

ん
買
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
甘
く

さ
わ
や
か
な
サ
イ
ダ
ー
味
で
客

ウ
ケ
も
上
々
。
私
も
発
売
当
日

ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

う
す
く
緑
が
か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ

そ
っ
く
り
の
あ
め
で
、キ
ャ
ベ

ツ
の
風
味
が
香
り
ま
す
。

　

ブ
ー
ム
と
な
る
ご
当
地
キ
ャ

ン
デ
ィ
は
、フ
ル
ー
ツ
が
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
が
非
常
に
多

く
、「
キ
ャ
ベ
ツ
ド
ロ
ッ
プ
」は

ち
ょ
っ
と
珍
し
い
お
土
産
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
お
盆

の
時
期
に
合
わ
せ
て
帰
省
し
た

い
と
こ
や
親
戚
の
人
に
町
の
新

し
い
お
土
産
と
し
て
薦
め
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の

お
土
産
は
こ
れ
で
決
ま
り
！

（
遠
藤
康
平
）

町独自の国体ポスター
デザイン決定！！

【ホッケー競技】
会期：10月６日㈭～10日㈪
会場：町ホッケー場、町総合グラウンド

【ゴルフ競技】
会期：10月5日㈬～7日㈮
会場：岩手沼宮内カントリークラブ

【関連イベント】
 南部家第 46代当主
 南部利文氏 講演会
８月27日（土）14時～　美術館ホール

①
多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
三
浦
幸
香
さ
ん
の

作
品　

②
表
彰
伝
達
式
で
賞
状
と
記
念
品
を
受
け
取
る
三
浦
幸
香
さ
ん　

③
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
ク
ー
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優
秀
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を
獲
得
し
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田

村
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と
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三
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作
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さ
ん
㊨
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